


昭
和
印
年
度
決
算
な
ど
犯
議
案
を
認
定
、

可
決
、

空
席
に
な

承
認
、
同
意

｜
｜
」

て
い
た
助
役
に
佐
藤
允
紅
氏

一

昭
和
日
年
第
4
回
議
会
定
例
会
（
9
月）
か
ら

ーし

イ〉

…

昭
和
引
年
第

4
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
会
期
を

9
月
幻

〈

…
日
か
ら
叩
月

2
日
ま
で
の
日
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
一

〈

開
会
日
の
泣
日
に
は
、
提
出
さ
れ
た
お
議
案
並
び
に
報
告

I
～

一
件
に
対
す
る
提
案
理
由
説
明
や
決
算
案
件
に
対
す
る
監
査
委
員

…

～
か
ら
の
決
算
審
査
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

…

…

そ
し
て

M
日
に
は
、
上
程
案
件
に
対
す
る
質
疑
、
幻
自
に
は
、

…

～
町
政
全
般
に
わ
た
る
代
表
、
一
般
質
問
を
行
い
、
そ
の
終
了
後
、

〉

（

「
朝
日
町
助
役
を
選
任
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件
」
が
追
加

〈

一
上
程
さ
れ
、
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
原
案
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。…

…

さ
ら
に
、
白
日
と
叩
月

1
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
が
議
会

…

一
か
ら
付
託
さ
れ
た
案
件
を
慎
重
に
審
査
し
、

2
日
の
最
終
日
に

…

一
委
員
長
報
告
、
討
論
を
行
い
、
採
決
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
お
議

一

一
案
は
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

〈

～
た
。

そ
の
後
、
識
員
提
出
議
案
と
し
て
、
意
見
書
案
が

4
件

追

…
加
上
程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
陣

｝
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈

な
お
、
請
願

5
件
、
陳
情

6
件
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

一
採

択

6
件
、
継
続
審
査

5
件
と
決
定
し
ま
し
た
。

ぷト一
常

一任
委

員
長

報

総

務

教

育

委

員

会

付
託
栄
作
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
裂
の
と
お
り
認
定

・
可
決

・
本

認
す
べ
き
む
の
と
決
し
ま
し
た

な
お
、
事
抑
止
旬
の
治
移
で
次
の
要
増

蕊
見
が
あ
り
ま
し
た

－

m
m
v一
白
然
公
閣
内
の
繊
山
、
上

の
山
台
地
周
辺
は
、
道
路
の
幅
員
が

狭
い
た
め
大
胆
観
光
パ
ス
が
通
行
で

き
ず
、
風
光
明
婦
な
続
光
資
源
が
生

か
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
H
品
、
道
路

の
拡
幅
改
良
に
械
販
的
に
取
り
組
み
、

観
光
容
の
誘
致
に
努
め
ら
れ
た
い

包

本
年
岐
に
泊
正
し
た
剛
山
フ
ァ

ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
帆
札
制
下
主
川
崎
、

ω年

度
完
成
チ
定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
．

完
成
後
の
什
別
巡
併
は
事
業
実
施
沫

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
総
合
的
な
悦

別
か
ら
、
竹
内
伐
の
削
減
と
長
い
絞

勺
期
間
の
刈
策
を
含
め
た
布
効
利
痢

を
早
急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

3

沿
山
漁
業
不
振
の
打
開
策
の
一

円
相
と
し
て
町
が
推
進
し
よ
う
と
し
て

い
る
級
以
漁
船
恥
の
ク
ル
マ
エ
ビ
中
間

行
成
焔
ぷ
は
．
泌
一
以
M

限山肌け
の
少
な
い

・
川
崎
漁
港
内
法
制
岬
を
治
川
す
る
な
ど
、

代
表
・

去と
ロー

なわね
、
事
w
km
の
過
程
で
次
の
袋
望

志
川ん
が
あ
リ
ま
し
た
一

－

庁
合
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

冷
暖
房
及
び
宅
内
照
明
の
調
緩
等
に

よ
り
経
費
の
節
減
に
努
力
さ
れ
た
い
。

よ
り
効
仰
木
的
な
場
所
と
方
法
を
県
の

技
術
関
係
者
と
協
ぷ
さ
れ
た
い
．

4

住
宅
対
策
と
し
て
造
成
さ
れ
た

西
町
の
排
水
が
恋
く
、
そ
の
改
普
に

努
め
る
と
と
も
に
今
後
、
｝
の
よ
う
な

こ
と
の
な
い
よ
う
細
心
の
註
意
を
は

ら
わ
れ
た
い
。

ま
た
、
住
宅
団
地
、
宅
地
分
決
の

申
し
込
み
品
川
柿
基
地
昨
に
つ
い
て
は
、

関
係
凶
体
と
卜
分
協
ぷ
さ
れ
た
い
。

山川
似
3
件

『
消
勺
品
紅
白
の
ぷ

m
r

つ
い
て
」

『
町
迫
桜
町
・月
山
線
消
勺

装
泣
設

a
Aぴ
本
舗
装
に
つ
い
て
ι

「仰

m地
区
、
町
道
の
消
勺
装
川
市
設

置
に
つ
い
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
駁
芯
妥

当
と
認
め
採
択
に
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
e

な
お
、
陳
情
l
件

「
町
道
下
殿
町

円
相
状
線
の
改
良
市
ド
支
の
促
進
に
つ
い

て
」
は
、
点
般
の
状
況
を
肋
仰
木
し
て

似
紋
官
肝
炎
に
す
べ
き
む
の
と
決
し
ま

し
た
u

般
質
問
の
中
か
ら

9
月
議
会
で
は
、
川
人
の
議
員
か

ら
お
件
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
ま
な
も
の
の
織
委
を

紹
介
し
ま
す
。

ピ
ー
チ
全
国
大
会

継
続
し
て
開
催

全
国
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
親
善
大
会
の
参
加
チ
｜
ム

が
年
々
増
え
て
い
る
の
は
大
変
喜
ば

質
問

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
仙
印
刷
暗
か

ら
の
参
加
数
が
今
一
つ
伸
び
て
い
な

い
よ
う
に
関
心
い
ま
す
＠

今
大
会
の
反
省
内
…
や
将
来
展
噌
を

財
政
而
む
含
め
て
日
間
い
た
い
．

答

弁

揺
れ
点
と
し
て
は
、
町
内

の
ビ

l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人

口
が
地
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
町
ぐ
る
み
と
い
う
鋭
点
か
ら
す

る
と
今
一
歩
盛
り
よ
リ
に
欠
け
て
い

る
と
思
わ
れ
る
点
、
ま
た
、
大
会
が

稲
刈
パソ
時
期
と
重
な
リ
、
関
係
肴
に

E
選
挙
の
中
間
速
報
時
の
間
禁
容

が
他
市
町
に
比
べ
て
遅
い
と
い
う
住

民
か
ら
の
戸
が
多
〈
、
そ
の
実
態
を

調
従
し
、
出
処
さ
れ
た
い
句

3

学
校
教
内
け
円
相
嶋
悟
俄
得
議
会
で

小
川
十
枚
間
泌
が
議
ぷ
さ
れ
て
い
る
が
、

作
小
中
校
は
必
桁
化
か
汗
し
く
危
険

校
品
川
と
な
っ
て
お
り
、
児
恨
の
安
全

性
と
帥
階
段
似
持
の
対
策
に
万
全
を
附
則

さ
れ
た
い
。

治
則
聞
の
「
少
額
貯
答
非
諜
税
制
度

の
存
続
に
つ
い
て
」
「
人
事
院
勧
告

の
完
全
実
施
に
つ
い
て
」
、
隙
怖
の

「
大
刑
h

削
彼
税
得
入
反
対
に
つ
い
て
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
創
立
安
当
と
必
め
、

係
択
に
す
べ

5
・し
の
と
決
し
ま
し
た

U

ま
た
、
陳
情
の

『
県
文
化
財
指
定

に
伴
う
助
成
に
つ
い
て

「
忠
4
れ
れ

州
を
治
大
さ
せ
る
老
人
保
健
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
廃
案
等

に
つ
い
て
」
「
国
家
機
密
法
の
制
定

反
対
に
つ
い
て
」
『
非
核
宣
言
に
つ

い
て
」
は
、
必
殺
の
状
況
を
勘
案
し

て
そ
れ
ぞ
れ
継
続
審
傘
に
す
べ
き
し

の
と
決
し
ま
し
た

環
境

厚

生

委

員

会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
笑
の
と
お
リ
認
定

・
可
決
す
べ

ご
迷
泌
を
お
働
け
し
た
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
・
大
会
の
級
資
に
つ
い
て

は
、
例
制
か
ら
納
助
金
が
交
付
さ
れ
る

と
と
も
に
県
知
事
杯
も
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
術
助
の

同世間聞
に
よ
る
町
財
緩
め
軽
減
を
図
リ
、

大
会
の
継
絞
と
金
都
道
府
県
か
ら
の

参
加
を

U
指
し
て
、
普
及

・
指
導
に

傍
め
て
ま
い
リ
ま
す
。

民
｜町
九
釦
」

質

問

商
工
業
活
性
化
の
一
段
と

し
て
然
都
市
の
よ
－7
な
恕
い

の
州場
所
を
有
す
る
共
同
店
舗
を
治
る

々
え
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

あ
る
と
す
れ
ば
ぜ
ひ
と
も
只
体
化
に

向
け
て
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
，
そ
の
匹
’afえ
は
，

答

弁

明
利

ω存
度
に
制
円
町
広

山
収
尚
業
診
断
を
行
い
．
、魅
力

あ
る
商
店
街
づ
く
リ
と
し
て
、
共
同

店
舗
は
有
効
で
あ
る
」
と
の
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

刷
工
会
と
・的
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
、
』
と
が
前
後
条
件
で
あ
り、

町
と
し
て
も
綴
極
的
に
指
滋
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
．

小

型

除

雪

機

山
崎
・
南
保
に
配
置

質
問

基
幹
道
路
は
、
町
の
努
力

き
む
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
‘
審
査
の
過
権
で
次
の
市
広
明

必
見
が
あ
り
ま
し
た
．

－

左
人
制
祉
セ
ン
タ
ー
む
ど
悩
祉

ぬ
ぷ
の
紘
山
刊
開

umu作叫が
m加
傾
向
に

あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
川
山
ト
を
州
知
か
な
い

民
間
委
託
を
検
J
す
る
な
ど
、
効
中
・

的
な
巡
九
ザ
刊
に
恥
H

め
ら
れ
た
い
の

包

似
山
口
児
攻
科
似
の
減
少
に
伴
う
似

山
川
所
の
統
合
叫
川
耐
を
策
定
す
る
と
き

は
、
関
係
地
区
の
万
々
の
立
見
を
将

来
し
、
制
山
民
に
対
処
さ
れ
た
い
。

3
泊
病
院
の
経
常
健
全
化
に
向
け

て
な
入
刈
で
の
努
力
目
僚
を
掲
げ
、

医
帥
の
ん
必
必
化
、
ホ
時
山
保
M
什

U
の
同
町
枚
、

い
州
級
以
療
機
絡
の
の
入
な
ど
に
よ
リ
、

此
入
の

m加
傾
向
を
ぶ
し
て
い
る
、
｝

と
は
向
く
早
川
悩
し
ま
す
が
、
出
掛
業

務
等
の
民
問
委
託
や
労
働
配
分
の
見

直
L
な
ど
、
歳
出
面
で
の
努
力
目
僚

も
立
て
ら
れ
た
い
。

4
治
病
院
事
長
の
盛
土
は
、
美
観
上

及
び
効
ギ
的
な
よ
地
利
朗
の
見
地
か

・句
、
以
・
急
・
」
笠
地
さ
れ
た
い
。

産

業

建

設

委

員

会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
リ
認
定

・
可
決
す
べ

き
し
の
と
決
し
ま
し
た
。

に
よ
り
除
雪
が
迅
速
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
団
地
内
の
逃

路
や
狭
あ
い
な
道
路
の
除
勺
は
な
お

ざ
り
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

－
。

4
ヲ

と
こ
ろ
で
、
本
年
度
予
鈴
に
小
型

除
雪
機
械
蟻
入
費
5
0
0
万
円
が
討

じ
し
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
配
鐙
計

岨
は
ど
う
な
う
て
い
る
の
か
。

答

弁

小
川
h

一
除
勺
一
機
の
羽
入
に
つ

い
て
は
、
附
初
回
年
皮
か
ら

縦
汁
の
多
い
終
川

・
市
川
同

・
山
崎
地

以
へ
配
置
し
て
き
ま
し
た
か
．
そ
の

似
作
台
数
が
少
な
い
た
め
に
地
織
の

．安
明
す
べ
て
に
応
じ
ら
れ
な
い
の
が

現
状
で
す
。

今
年
度
の
小
刑
h

除
雪
機
械
は
、
山

崎

・
南
川
陣
地
区
に
配
出
血
す
る
予
定
で

－
＠
 

J
s

，
 

面
白
川
一
前
一
重
一備
計
画

臼
年
度
着
工
予
定

質

問

泊
環
状
線
も
ほ
ぼ
完
成
し
、

昭
和
お
年
に
策
定
さ
れ
た
都

市
計
磁
を
見
直
す
な
ど
、
泊
駅
南
側

の
附
発
J
U
含
め
て
、
泊
駅
周
辺
怒
備

計
幽
を
昭
和
昭
年
度
千
算
に
ど
う
反

映
さ
れ
る
の
か
．

答

弁

泊
駅
前
広
場
の
怒
川
計
画

に
つ
い
て
は
、
郎
市
計
阿
巡

路
の
見
直
’d

作
業
E
合
わ
せ
て
、
泊
駅

前
に
約
3
、
5
0
0
平
方
H

引
の
広
場
、

駅
南
に

8
4
0
平

H
U
の
広
場
を
設

け
、
両
方
を
歩
行
者
専
用
地
下
道
で

結
ぶ
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

－
議
会
だ
よ
り

＠

認
定
さ
れ
た
も
の

（昭
和

ω年
度
決
算
）

－
朝
日
町

一
般
会
バ
ぷ
人
歳
出
決
は

・
川
明
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

殺
人
歳
出
決
算

－
胡
明
日
町
老
人
保
険
医
療
事
業
特
別

会
計
歳
入
後
出
決
算

－
例
日
町
田
氏
健
康
保
険
診
線
地
設

紘
一
川
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
ぷ
出

決
算

－
朝
日
町

M
民
館
山
明
保
険
冷
山
町
地
ぷ

山
川
崎
み
似
品
川
特
別
会
付
必
人
城
山

決
算

－
制
円
町
川
氏
帥
位
以
保
険
み
療
施
設

縫
診
療
所
特
別
会
社
必
入
品
城
山
決

A
1

，
 

h
y
p
 

・
朝
日
町
同
氏
健
康
保
険
ゑ
泌
総
設

山
崎
診
綴
所
特
別
会
計
必
人
以
出

決
算

－
側
目
的

mu切
水
道
特
別
会
一
市
川
成
人

政
出
決
算

－
例
日
町
古
川
保
外
て
池
氏
川
川
水
特
別

会
川
政
入
ぷ
出
決
算

－
羽
目
町
加
様
奨
字
資
全
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

－
朝
日
町
保
健
文
化
賞
纂
金
特
別
会

計
歳
入
法
出
決
算

－
M

制
日
町
立
泊
病
院
本
業
決
算
報
告

仕？可
決
さ
れ
た
も
の

． 怠誼

3銅 ・”
号日 正
）型 予

空算
2三’『

J十 昭
協 和
』E 61 
予 年
n度

第

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

（

m
i号
）

－
朝
日
町
同
民
健
成
保
険
診
療
崎
町
政

山
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
l
号
）

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算

（第
I
号）

－
朝
日
町
立
治
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
l
号）

条

例

・
制
臼
町
内
治
会
館
条
例
制
定
の
件

・
制
自
町
経
谷
位
以
相
淡
刈
糸
例
制

定
の
件

・
演
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

ぴ
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
附
す

る
条
例
の
一
部
改
正
の
件

－
昭
和
制
年
度
分
悶
定
資
陀
税
の
納

附聞
の
特
例
に
附
す
る
粂
例－
M
止
の

L
b

’
 

そ

の

他

・
千
の
区
繊
の
新
設
の
件

承
認
さ
れ
た
も
の

－
昭
和
剖
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
総

正
予
算

（第
2
号）

同
意
さ
れ
た
も
の

－
朝
日
町
助
役
を
選
任
す
る
た
め
同

意
を
求
め
る
件

議
員
提
出
議
案

少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
存
続
に

・
昭
和
制
年
刊
月
号

＠



こ
の
卒
業
が
昭
和
白
年
度
に
稽
手

で
き
る
よ
う
建
設
省
に
対
し
要
請
し

て
い
ま
す
。

旧
庁
全
国
の
跡
地
利
用

答

申

を

尊

重

質

問

旧
庁
舎
跡
地
は
、
昨
年
日

月
の

「
後
先
的
に
泊
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
し
て
利
用
す
べ

き
』
と
の
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
の

答
申
を
坊
市一
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
山
刊
の
利
用
計
阿
を
々
え
て
お
・
句
れ

る
の
か
。

答

弁

川
斤
合
の
跡
地
利

mに
つ

い
て
は
、
昨
年
、
検
討
委
員

会
か
ら
答
申
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

内
容
は
、

「
泊
小
学
校
の
教
育
環
境

繋
備
、
地
域
住
民
の
健
康
、
文
化
づ

く
り
、
主
地
利
用
の
強
力
的
運
用
と

い
う
観
点
か
・
旬
、
泊
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
す
べ
き
だ
」
と

い
う
む
の
で
、
こ
の
答
小
内
存
を
。

仇
し
た
い
と
仏
J
J

え
て
い
ま
す

な
お
‘
川
斤
合
跡
地
は
、
攻
丘
の

泊
小
m
f
校
創

2
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
は
地

盤
の
高
低
に
差
が
あ
り
、
そ
れ
を
献
血

備
す
る
に
は
多
額
の
財
硝
仰
を
必
要
と

し
ま
す
の
で
、
そ
の
財
源
縫
保
に
努

力
し
て
ま
い
リ
ま
す
。

海
岸
慢
食
対
策

強
力
に
働
き
か
け

質
問

当
町
の
海
俸
は

小
Ill 
河

ロ
か
ら
一一
川
河
口
ま
で
9
・
4
dあ

リ
ま
す
が
、
そ
の
ヲ
ち
、
小
川
河
口

か
ら
宮
崎
海
岸
ま
で
の

5
・
2
Jげは、

日
本
で
も
布
数
の
U
U
食
海
岸
で
す
・

ま
た
、
境
の
滝
川
か
ら
浅
川
河
口
ま

で
の
聞
も
M
M
食
が
著
し
い
海
路
で
す
－

M
以
食
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
。

答

弁

当
町
の
笠
原
は
、
ご
指
摘

の
よ
う
に

9
・
4
う
あ
リ

現
花
、
佼
食
付
策
と
し
て
緩
伴
堤
や

副
総
時
間
慌
を
祭
倫
し
て
い
ま
す
e

ま
た
μ
駅
近
は
、
環
唆
の
史
観
’
u備

え
た
級
傾
斜
地
や
雄
山
従
と
集
浜
工

を
組
み
A
H
せ
た
サ
ン
ド
パ
イ
ハ
ス
仁

法
を
試
験
的
に
取
り
入
れ
た
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
元
関
係
者
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
海
岸
佼
食
対
策
挙
業
を
強

力
に
働
き
か
け
て
ま
い

リ
ま
す
。

動
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

質

問

例
制
町
の
例
人
町
民
税
の

約
的
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

勤
労
省
の
泣
・
広
州
抗
と
し
て
、
人
情
恥
川

町
の
よ
う
に
当
町
で
ら
勤
労
苫
が
れ
A

銭
に
利
則
で
き
る
勤
労
者
一
悩
祉
セ
ン

タ
ー
を
怨
ぷ
す
る
、

－
と
は
て
き
な
い

A
M
 

答

弁

勤
労
私
自
一
愉
一
祉
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
つ
い
て
は
‘
回
叫
缶
、

回
、
以
の
補
助
制
度
の
通
用
が
な
く
、

町
単
独
事
業
で
は
財
政
的
に
鯵
し
く
‘

今
後
、
類
似
地
設
等
の
誘
致
に
積
極

議
和会
2組
i織
5が
i 

総
合
開
発
環
境
調
査

l
i－
－

i
特
別
委
員
会

s
z
e位。
t。
ehzbzS4Rwtfa止
znqt。
46tee止
z
e包
e
s
z為
、
色
。

t。包
RzbW484f毛
苛
包

ftaz止
zftse島
E64Rzb可
trv受

fbuw

A
町

恥

り

そ

の
資
務
の
重
さ
を
痛
感
し
て
ま
す
。
そ
の
反
面
、
町
民
各
位
の

恥

①

酒

井

栄

向

い

る

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

ご

妥
望
は

年

々

複

雑

・多
様
化
・
崎

O

扇

谷

隆

二

…
さ

1
JV
長

実

昔

、

も

と
よ
リ
浅
学
非
オ
で

高
度
化
し
て
お
け
、
よ
り
効
率
的

仇

深

松

実

‘
I
h，
議

ご

ざ
い
ま
す
が
、
町
政
霊
長
な
財
政
運
用
を
図
り
、
そ
の
実
現

ゆ

大

沢

龍

松

、，

E

ピ

J
会

、
r

h
AF崎
公

会
の
円
滑
な
運
営
に
全
力
を
傾
注

に
向
け
て
町
当
局
と
一
九
と
な
っ

恥

平

崎

知

勝

あ

’

邑
園

町

間

一れ

す
る
決
窓
で
ご
ぎ
い
ま
す
。

て

取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

…

回

中

伸

幸

園
田
園
・
・
・司

朝

沼

と
り
わ
け
町
政
は
、
い
ま
国
民
な
に
と
ぞ
皆
同
僚
方
の
ご
指
必
と

恥

清

水

続

飯

任

a・
司

的

誌

と
し
て
凶
地
万
と
も
に
ご
態
を
賜
り
ま
す
よ
ヲ
お
願
い

ゆ

松

下

宏

一

行
財
政
改
悠
に
取
リ
組
ん
で
お
リ
、

申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
皆
様
方

就

た
び
の
臨
時
議
会
で
、

不

各

組

制

助

金
の
削
減
や
制
度
の
見
の

E
T今
後
ま
す
ま
す
の
ご

ゆ

吾

山
同
私
が
議
貝
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
直
し
な
ど
に
よ
リ
、
福
祉
行
政
を
誌
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
的

援
眠

り
、
議
長
の
婆
殺
を
拝
命
す
る
こ
は
じ
め
多
く
の
分
野
に
お
い
て
厳
ま
し
て
、
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

w

f
炉

と
に
な
リ
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
し
い
財
政
環
境
に
立
た
さ
れ
て
い
つ
と
い
た
し
ま
す
。

W

8
8
8
8
8
8
8
8
5
8
8
8
1
2
9
8
e
S
8
t
a
s
t
e
s－e
s
t
e
t
。8
8
5
5
2
t
e
s
t
e
s－s
t
e
s
t
－e
a
d
d
s
－e
s
L

8
月
刊
自
の
町
議
会
議
員
選
挙
後

初
の
議
会
が

9
月

5
自
に
閉
会
さ
れ
、

正
副
議
長
、
監
査
委
員
、
常
任

・
特

別
委
日
会
の
愛
只
と
正
副
委
員
長
、

新
川
広
域
胤
組
合
議
会
議
員
な
ど
、

議
会
の
組
織
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
・

議

長

深

松

実
（
臼
歳
）

当
滋

5
刷
、
刷
縫
氏
、
監
査
委
只

文
教
厚
生
受
只
長

づ

副

議

長

田
中
伸
幸

一轟

（
時
議
）

当
選

3
回
、
総
務
教
育
委
員
長

監

査

委

員

酒

井

栄

（

η
歳
）

的
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま

す。
町
臓
員
の
採
用

数
名
を
予
定

質

問

行
政
改
革
が
叫
ば
れ
て
い

る
今
日
、
町
総
員
を
係
府
さ

れ
る
の
は
、
単
な
る
欠
員
補
充
と
し

て
線
用
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
何
名

削
何
度
線
別
し
、
ど
の
絡
宮
内
へ
配
M
制さ

れ
る
の
か
。

答

弁

町
総
只
の
係
別
に
つ
い
て

は
、
昭
和
田
年
度
に

一
絞
れ

務
純
2
名
を
保
則
し
て
以
来
．
明
泌
総

省
が
あ

っ
て
J
U
係
期
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
年
度
に
む
退
職
脅
が
，
十

恕
さ
れ
る
た
め
、
一
般
事
務
総
数
名

を
線
用
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

保
育
所
送
迎
車
補
助

費
用
、
補
助
は
困
難

質

問

N
E
H
所
へ
徒
少
て
泊
所
で

さ
な
い

2

J以
上
の
地
以
で

は
、
送
迎
市平
を
借
り
卜
げ
て
泌
所
し
て

い
ま
す
が
、
毎
月
初
当
の
れ
州
全
を

山
し
て
わ
ね
ら
れ
ま
す

u

品川相一
4
4
に
対

す
る
納
助
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

忠
い
ま
す
が
、
そ
の
山
…
に
つ
い
て
ど

の
よ
・
？
に
々
え
て
わ
ぬ
ら
れ
る
の
か
。

答

弁

ご
指
摘
の
質
問
術
助
に
つ

い
て
は
、
川
野
中
保
行
所
の

泊
所
対
象
地
区
の
み
に
実
泊
し
て
い

ま
す
。

ニ
れ
は
、
地
灰
内
の
・
中
心
に

当
選

8
回
、
議
長
、
副
議
長
、
厚

生
委
以
u
k

常
任
委
員
会
委
員

総
務
教
育
委
員
会

0① 

大水篠深腹寺
平島田松田 l崎

鯵哲昇和
雄保夫実吾雄

環
境
厚
生
委
員
会

0① 

i膏j可
水村

親清
範光

あ
っ
た
保
育
所
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、

特
別
の
事
情
が
あ

っ
た
場
合
、
議
会

の
了
玖
を
得
て
繍
劫
し
て
い
る
も
の

で
す
。
し
か
し
補
助
期
間
は

2
年
間

と
限
定
し
て
わ
ね
リ
、
い
わ
忽
例
外
的

な
桃
山
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
・

し
た
が
司
て
．
一
般
的
な
も
の
へ

の
貸
別
補
助
は
倒
創
刊
て
す

技
術
職
員
を
採
用

中

s
町
に
は
、
同
欽
マ
ン
が

l
7
l
人
お
ら
れ
ま
す
が
、

同
欽
の
民
営
化
に
よ
リ

5
分
の

l
何

度
が
配
置
許
え
や
転
戦
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
単
純
に

計
算
す
る
と
町
民
の
却
名
か
ら
刊
名

が
そ
の
対
象
に
な
リ
ま
す
。

当
町
の
円
以
前
晶
占
…
課
題
と
し
て
、
ニ

の
問
題
に
取
リ
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
わ
り
考
え
は

答

弁

凶
鉄
余
刺
人
以
の
川
川
村

日
以
に
つ
い
て
は
、
当
町
に
川

鉄
総
業
台
か
多
い
ニ
と
し
あ
り
、
深

刻
な
間
組
と
し
て
受
け
止
め
て
お
り
、

凶

・
川mに
付
し
て
・
M
m
H日
以
の
万
九
ー

を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
巧
え
て

い
ま
す
ι

ま
た
、
当
町
と
し
て
し
同

・
県
の

指
導
や
凶
鉄
か
ら
の
安
貨
を
断
え
て
、

校
術
織
の
受
け
入
れ
の
閉
店
が
あ
る

、
』
と
を
川
鉄
当
局

γ
従
ぶ
し
て
い
ま

す
さ
ら
に
、
町
内
企
業
等
む
受
け

入
れ
に
ご
配
念
願
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
み

質
問

稲田山酒
村中岡井

イ申政
功孝次栄

産
業
建
設
委
員
会

O ① 

宏吉知隆光龍
一作勝二昭松

松大平廓水大
下平崎谷島沢

特
別
委
員
会
委
員

O
は
別
委
日
長
）

0① 

寺水犬大
崎島平平

和勝吉
雄保雄作

－
議
会
だ
よ
り

＠

関
す
る
意
見
書
な
ど

4
議
案
を
可
決

・
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
存
続
に

関
す
る
窓
見
書

・
大
刑
民
間
後
悦
の
湾
人
に
反
吋
す
る

意
見

3

－
公
的
年
金
の
・
課
後
強
化
反
付
に
間

す
る
意
見
H
H

－
人
下
院
勧
告
の
完
全
実
地
に
削
す

る
立
礼
次
回

号室
自問

願

情

採
択
に
な
っ
た
も
の

－
油
川
勺
淡
泊
の
ぷ
低
に
勺
い
て

－
町
道
俗
町
、
月
山
線
消
勺
袋
山
川
沿

訟
及
ひ
本
舗
装
に
つ
い
て

－
少
額
貯
蓄
非
課
統
制
度
の
存
続
に

つ
い
t
L

・
柳
困
地
内
町
道
の
消
重
装
道
設
滋

に
つ
い
て

・
人
事
院
勧
告
の
完
令
実
施
に
つ
い

t
l
 

・
大
刷
れ
削
娘
般
の
品
市
入
以
付
に
つ
い

て

陳

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

－
川知－
V
A
化
財
治
主
に
作
・
7
助
成

に
つ

い
て

・
忠
折
白
川
初
一
を

m大
き
リ
せ
る
乏
人
似

帥
陛
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
’
体

系
の
礎
実
等
に
つ
い
て

－
川
家
機
－
M
m
法
の
制
定
反
対
に
つ
い

4
・、

－
t
引篠市町・
3
r
つ
い
て

－
町
道
、
下
山
政
町
環
状
線
の
改
良
や

業
の
促
進
に
つ
い
て

氷河
島村

光清
昭光

北
陸
自
動
車
道

対
策
特
別
委
員
会

0① 

氷河水大篠扇
島村島沢田谷

光 i宵 能哲隆
昭光保松夫ニ

北

陸

新

幹

線

対

策

特
別
委
員
会

0① 

勇吉知 政
功吾作勝栄次

稲腹大平沼山
村田平曲奇弁岡

議
会
運
営
委
員
会

0① 

吉 i宵 知 続 哲政
作 光 勝 松 栄 夫次

大河 平 大 酒 篠山
王子村崎沢 井田岡

新
川
広
域
圏

組

合

議

会

議

員

平；奈扇
崎松谷

知隆
勝実ニ

－
昭
和
例
年
竹
月
号
＠



町長

宅
地
の
整
備
を

（“
歳

・
泊）

安
い
住
宅
用
地
の
供
給
に
カ
を
入

れ
る
と
と
も
に
水
洗
化
を
促
進
し
、

快
過
な
住
環
境
の
鐙
備
を
図
っ
て
く

お
答
え
し
ま
す

快
適
な
住
宅
用
地

の
造
成
に
努
力

現
在
、
中
桜
町
住
宅
用
地
や
宅
地

開
発
民
間
活
力
導
入
事
業
等
に
よ
る

水
洗
化
や
雪
対
策
な
ど
を
考
慮
し
た

快
適
な
住
毛
用
地
の
造
成
に
努
め
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
水
洗
化
に
つ
い
て
も
、
今

後
下
水
道
計
画
の
推
進
な
ど
現
状
の

改
替
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
々

え
て
い
ま
す
・

‘’ 福
祉
ふ
れ
あ
い

祭
り
を
開
催
／

ω月
4
日
朝
日
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
第

7
回
福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
身
障

者
協
会
、
児
童
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
友
の
会
な
ど
福
祉
団
体
の
会
員

約

3
0
0
入
が
一
向
に
集
ま
り
、
魚

津
町
長
、
深
松
議
長
の
激
励
の
言
葉

の
あ
と
、
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向

を
誕
ら
し
た
多
彩
な
出
し
物
を
次
々

と
彼
認
し
、
一
編
＋
一
宮
を
通
じ
て
福
祉
団

体
紺

E
の
交
流
を
深
め
A
口
い
ま
し
た
。

ま
た
、
演
芸
の
途
中
に
は
、
「
し
あ

わ
せ
貧
」
の
繍
選
会
も
あ
り
、
楽
し

い
ふ
れ
あ
い
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

9
月

9
日
に
開
催
さ
れ

た
県
老
人
若
返
り
祭
り
に
出
品
さ
れ

た
絵
画
、
仕
口
、
造
花
な
ど
げ
点
の
作

く

災
害
後
の
汲
み
取
り

（ね
歳

・
泊）

災
害
（
河
川
の
海
水
｝
に
よ
り
、

ト
イ
レ
に
水
が
入
っ
た
場
合
、
町
の

負
犯
で
汲
み
取
り
を
し
て
い
た
だ
け

る
と
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
様
な
と
き
は
、
町
内
会
長
さ

ん
に
逃
給
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
、

そ
れ
と
も、

役
場
の
担
当
者
に
言
え

ば
よ
い

の
で
す
か
。

お
答
え
し
ま
す

町
内
会
長
さ
ん
に

連

絡

を

司’町
が
災
告
と
認
め
た
場
合
で
町
内

会
長
さ
ん
か
ら
袈
清
が
あ

っ
た
わ
ね
毛

の
汲
み
取
り
を
し
て
い
ま
す
．

災
此
げが
発
生
し
た
と
き
は
、
そ
の

地
区
の
町
内
会
長
さ
ん
と
連
絡
を
密

に
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
袈
望
に
応

え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ

に
水
が
入

っ
た
と
き
は
、

町
内
会
長
さ
ん
に
相
談
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

国
道
の
案
内
板

（
回
歳

・
泊
）

新
笹
川
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
、
笹

川
キ
－

腸
山
』
へ
グ
，
遥
臥
町
・
カ
よ
移
民

側
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

函
道
8
号
線
に
掲
示
し
て
あ
る
「
籾

円
県
立
自
然
公
園
」
等
の
案
内
被
は
、

従
米
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
・
移

白
川
も
展
示
さ
れ
、
祭
り
に
一
層
の
花

を
そ
え
ま
し
た
。

山誠
芸
等
の
審
査
の
結
果
は
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

入

賞

。
回
植
祝
い
唄
（
唄
と
続
り
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

O
艶
歌
み
ち
（
唄
）
ひ
ま
わ
り
会

O
お
ま
え
に
惚
れ
た
（
明
）母

チ
福
祉
会

熱
演
賞

。
九
月
卜
三
夜

（剣
持
）

児品
川
ク
ラ
ブ
脂
綿
台
述
合
会

ふ
れ
あ
い
賞

O
越

中

小

原

節

治

級

会

楽
し
か

っ
た
で
賞

。
且
彬
の
ワ
ル
ツ

｛
唄
）

傷
い
軍
人
会

（妥
の
会
）

ち
ら
り
ち
ら
り
賞

O
む
ら
さ
き
小
唄
（
踊
り
）

傷
い
箪
人
会

（委
の
会
｝

設
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す

建 ・
強設
＜省
要ヘ
6月

し
ま
す

ご
指
掲
の
よ
う
に
、
県
道
新
笹
川

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、
脱
出
誌
の

案
内
板
の
設
置
箇
所
が
不
通
当
に
な

リ
ま
し
た
の
で
、
設
山
富
者
で
あ
る
建

設
省
へ
移
設
を
要
議
し
て
い

る
と
こ

ら
で
す
。

早
々
に
は
、
移
設
で
き
な
い
よ
う

で
す
が
、
引
き
続
き
強
〈
要
請
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ふ
を

排
雪
溝
蓋
の
修
理

（訂
歳

・
泊）

泊
四
肌
か
ら
本
町
五
島
路
に
至
る
道

路
に
は
、
排
古
溝
を
利
用
し
た
歩
道

が
訟
置
し
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
俳

雪
鴻
の
蓋
が
傷
ん
で
お
り
、
自
転
耶

の
市
下
鎗
が
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

チ
供
の
足
が
落
ち
込
む
よ
う
な
所
が

見
ら
れ
ま
す
．
早
急
に
向
し
て
は
し

い
と
思
い
ま
す
。

司’

お
答
え
し
ま
す

県

に

強

＜

要
請
し
ま

す

泊
駅
か

ι，
本
町
・
五
差
路
に
ま
と
泌

絡
は
「
県
道
治
停
車
場
線
」
と
い
い
、

そ
の
管
理
は
県
が
行
っ
て
い
ま
す
。

早
急
に
修
理
す
る
よ
う
県
に
強
〈

要
鈍
し
て
ま
い
り
ま
す
・

福

祉

功

労

者

を

表

彰

9
月
却
自
に
富
山
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
第
お
回
富
山
県
社
会
福
祉

大
会
及
び

ω月
4
日
に
紡
臼
町
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
7

回
悩
祉
ふ
れ
あ
い
然
り
の
席
上
で
、

長
年
社
会
悩
祉
活
動
に
功
労
の
あ
っ

た
符
さ
ん
に
感
謝
状
及
び
表
彰
状
が

佼
与
さ
れ
ま
し
た
・

受
賞
お
は
、
次
の
万
々
で
す
。

（川
似
品
称
略
）

富
山
県
知
事
表
彰

V
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
部

人

形

の

家

著

作

が

町

V
永
年
勤
続
民
生

・
児
怠
委
日

（
同
年
以
上
）

米

国

務

東

草

野

上

杉

ハ

ル

エ

栄

町

富
山
県
社
会
福
祉
悔
議
会
会
長
表
彰

米

間

草

笛

来

古

平

野

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

V
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
功
労

殿
村
留
士
ロ

V
身
体
障
害
者
協
会
活
動
功
労

山
石
悶
結
晶
絵

V
遺
族
会
活
動
功
労

広
国
信
子

朝
日
町
善
意
銀
行
名
管
理
事
長
感
樹

V
善
意
銀
行
賞
助
（
多
額

一
般
剛
山
託
｝

川
上
舵
犬

V
善
意
銀
行
賛
助

小
川
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
岡
田
三
郎

話
し
合
い
の
場

〈
心情
凧
・
泊）

町
長
に
は
、
町
民
と
の
話
し
合
い

の
場
を
で
き
る
だ
け
多
〈
設
け
て
ほ

し
い
と
思

い
ま
す
。

ど
う
考
え
て
お

ら
れ
ま
す
か
。

お
答
え
し
ま
す

「
町
長
と
話
す
集
い
しゃ

「
町
長
と
話
す
白
L

を
開
催

よ
り
多
く
の
町
長
の
皆
さ
ん
と
対

話
し
、
処
設
的
な
意
見
や
提
言
を
作

秘
す
る
と
と
し
に
、
明
日
の
明
る
い

釧
門
町
を
共
に
考
え
た
い
と
‘
各
地

区
ご
と
に

『
町
長
と
話
す
集
い

」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
補
広
明
酬
が

あ
れ
ば
、
各
樋
団
体
や
集
洛
ご
と
の

小
単
位
で
の
「
話
す
集
い

」
も
考
噂

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．

さ
ら
に
、
毎
月
l
図
、
皆
さ
ん
に

役
場
の
町
長
室
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

将
米
の
例
日
町
を
諮
り

A
E
J
g
と
し

て
、
「
町
長
と
話
す
日
」
を
設
け
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

司’り 震 だこ’日と有
まねさ 意： 常な効 「

：すれい見生つ期や
。ぱ 。を i舌て問ま

、小 ど にいはび
大さ し 根ま、こ
きな どさピす ll通
な 敬しし。 月｛言：
改善 彦：た 皆 30」

警 も寄貸さ日の
に 積 せ 震んま差
な み くなの で 出

V
善
意
銀
行
賞
助

朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

V
善
意
銀
行
賛
助

河
内
健
次

V
善
意
銀
行
賛
助

筆

原

周

V
相
官
意
銀
行
賛
助

μ端
正
夫

V
活
意
銀
行
時
H

助

木
村
治
的

’v
善
意
銀
行
佼
助

花
井
昭
誠

V
必
口
印
紙
銀
行
掛
H

肋

追
分
市
郎

V
得
意
印
刷
行
賛
助

氷
山
熊
次
郎

v
g立
銀
行
時
H
助

近
江
美
旬
母
子

下
新
川
郡
社
会
復
祉
連
絡
協
議
会
会

長
表
彰

V
福
祉
団
体
役
只
功
労

長
井
佐
窓
松

（遺

族

会

）

長

崎

笑

（

身

障

協

会

）

平
野
幸
太
郎
（
傷
い
軍
人
会
）

水
島
秋
二
（
統
覚
障
協
会
）

竹
内
降
智
（
児
童
ク
ラ
プ
指

連
合
会
）

朝
日
町
社
会
福
祉

協
議
会
役
員

（
敬
林
略
｝

監
退事t

司区
ff: i.正

河
村
消
光
「
…
朝
日
町
議
J

石
僑
芳
和
r
会

議

只

」

－
や
ま
び
こ
通
信
回
答

。

合
併． 
統
合
同

合
併
と
は
み
一
つ
に
合
わ
せ
る
こ

と
e

と
崎
川
市
宮
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す

が
、
昭
和
泊
年
8
月

1
日
に
市
町
村

J
合
併
促
進
法
に
法
づ
き
、

一
例
七
か

ご

村
（
大
家
庄
村
、
山
崎
付
、街
保
村
、

五
箇
庄
村
、
宮
崎
村
、
成
村
、泊
町、

り

野
中
村
の
一

一部
）
が
合
併
し
て
初
日

と

町
と
な
っ
た
の
も
、
こ
の
合
併
に
よ

る
も
の
で
す
。

ひ

と
こ
ろ
で
、
県
内
で
は
、
昭
和
川
引

っ

年
の
定
山
市
と
水
僑
町
以
来
、
合
併

4

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
ご

長

ろ
隠
の
字
良
市
月
町
と
m一
…
都
市
の
合
併

－
 

T
問
題
が
山
門
燃
し
、
岡
市
町
の
成
会
議

目

円
以
で
組
織
す
る
議
艮
協
泌
会
で
、「
昭

相
前
年

4
月
を
同
様
に
相
互
に
努
力

す
る
」
と
採
決
さ
れ
、
両
市
町
で
紛

議
を
よ
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
住
民

の
方
々
と
十
二
分
に
話
し
合
っ
て
い

た
だ
い
て
、
全
市
町
的
な
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

き
て
、
我
が
町
で
「
統
ム
口
」
と
7
口

う
一
言
葉
に
対
し
て
は
、
過
敏
な
反
応

が
あ
り
ま
す
。
「
統
A
J
と
い
う
ぷ

業
か
ら
は

『
学
校
統
合
」
が
連
怨
さ

れ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
攻
作
昭
和

ω年

ロ
月
に
町
条
例
に
よ
り

『朝

H
町
立

小
学
校
教
育
環
境
登
備
審
機
会
」
を

設
ま

L
．
各
地
区
か
・
片
3
名
づ
っ
の

委
員
を
選
出
し
て
い
た
だ
い
て
総
勢

初
名
で
、
慎
重
に
審
議
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

h
F
湯
温
m作
曲
需
に
汗
流
す

老
人
ク
ラ
ブ
員

老
人
ク
ラ
ブ
が

美
化
奉
仕
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
各
地

域
で
日
常
的
な
容
仕
活
動
を
自
主
的

に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
老

人
一福
祉
週
間
を
契
機
と
し
て
、
地
域

社
会
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
表
す
と

と
も
に
凶
地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
活

力
を
広
〈
町
民
に
示
す
こ
と
を
目
的

に、

9
月
初
日
を
「
主
人
ク
ラ
ブ
社

会
奉
仕
の
日
L

と
定
め
、
全
一
同
一
斉

に
準
仕
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
・

当
日
は
、
朝
日
十
く
か
ら
幻
ク
ラ
ブ

1
、
1
7
2名
が
参
加
し
、
地
区
の
紳

社
機
内
、
公
民
館
、
海
山
や
道
路
の

空
カ
ン
回
収
な
ど
、
町
内
全
域
で
消

紛
英
化
洛
仕
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し

た
・

－
昭
和
例
年
竹
月
号

＠



舎一

闘
箆

生活必需品価格
9月分調査 ( )!j前月比

品 名 1部 格 平均

4ロ~ 所 用 討t M 
問 向

225 225 
（中性洗剣・380me) ( 0) 

ティシュペーパー
130～158 

144 
(400t：文紙箱入 I)} (+ 5) 

トイ（故レ紙 ットペーパー 問。～240 210 
ロール4個組） ( +20) 

米
4,880～4,890 

4,883 
（う るち米 ・自主流通米） ( 0) 

食 ，ミ ン
160～170 

167 
（脅「i趣品 ・l本） ( +14) 

ヰ 肉 350～420 383 
（中 肉 も も100g) ( + 6) 

E軍 肉 178～190 186 
（中肉・もも100g) ( +20) 

て7 tr ／ 
258～350 

302 
( l箱） (-39) 

主島 JJ~ 188～198 
194 

(MサイズJO偶） ( +10) 

た
（普ま通品 lねkg) 

き’ 170～250 
210 

(+26) 

1:r れいし よ 200～298 249 
（普通品 lkg ( +10) 

キ
（普ヤ通品 1’~） 

。I
100～llO 105 

( + 5) 

人 参 350 
350 

｛普通品 lkg) (-50) 

し
(I土seピンヲ入）

t由
480～500 

490 
(+ 2} 

h そ
278～330 

304 
｛並 ・袋 Ikg) ( 0) 

ゾ ス 問。～210 195 
｛並 ・360me) ( 0) 

（食サ 用 j曲 500～600 
550 

ラダt由・1.8tピン入リ） (+35) 

H 泊
944～1,044 

1,011 
（配達 is el (-51) 

tf ソ ‘ ／ 
127～130 

l28 
（無鉛レギラー・Ie扮先り） (-l) 

講 評
灯油は引き続き倣下がり し，外はおおむね績は

いで推移しました．

株b~.111，~i'ill'ii'il

職
業
安
定
所
か
ら

雇
用
保
険
の
不
正
受
給
防
止
を

壌
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
労
働

者
が
失
業
し
た
場
合
に
就
職
す
る
ま

で
の
生
活
の
安
定
を
援
助
す
る
制
度

で
、
そ
の
受
給
資
格
は
、
積
極
的
に

就
帥
判
し
よ
う
と
す
る
意
欲
と
就
職
で

き
る
能
力
が
あ
り
、
仕
事
を
桝
体
し
て

い
る
人
に
限
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
雇
用
保
険
制
度
の
趣

旨
に
反
し
て
、
就
職
し
て
い
る
の
に

そ
の
事
実
を
隠
す
な
ど
し
て
不
正
に

受
給
す
る
人
が
見
ら
れ
ま
す
。
不
正

に
受
給
し
ま
す
と
、
不
正
に
受
給
し

た
金
額
の
2
・
俗
の
額
を
返
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、
詐
欺
罪
と

し
て
刑
事
処
分
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

失
業
給
付
は
、

労
働
者
、
事
業
主

の
方
々
が
納

め
ら
れ
た
保

険
料
と
国
民

知
の
貴
重
な
税

金
に
よ
っ
て

鮪
れ
て
い
ま

す
。
現
在
失
業
給
付
を
受
給
し
て
い

る
方
、
ま
た
、
今
後
受
給
を
予
定
し

て
い
る
方
も
雇
用
保
険
制
度
を
良
く

理
解
し
正
し
く
受
給
す
る
よ
、
7
お
願

い
し
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫
か
ら

由
申
し
込
み
受
け
付
け

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
昭
和
臼
年

度
3
回

g
の
個
人
向
け
融
資
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
か
ら
、
新
築
の
場
合

1
5
0
万
円
、
建
先
住
毛
織
入
の
場

合
2
0
0
万
円
の
特
別
割
婚
融
資
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
融
資
対
象
簡
積

の
上
限
も
1
8
0
平
方
メ
ー
ト
ル
か

ら
2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

昭
和
日
年
日
月
刊
ω
日
（
金
）
ま
で

個
人
住
宅
建
設
資
金

V
融
資
限
度
額

O
木
造

l
、
0
3
0
方
向

O
耐
火
、
簡
耐

l
、
0
8
0
万
向

。
建
売
住
宅
鴻
入
資
金

最
高
額

l
、
1
4
0
方
向

O
金
利

5

・
2
5
%
1
6
・
1

5

%

（
m年
聞
は
住
宅
の
大
き

き
に
よ
っ
て
逢
う
）

O
特
別
割
婚
融
資
額
に
つ
い
て
は
、

初
め
か
ら
6
・
1
5
%

V
返
済
期
間

O
木
造
お
年
以
内

O
簡
易
耐
火
初
年
以
内

O
耐
火
お
年
以
内

V
中
古
住
宅
購
入
資
金

o
一
戸
建
て

8
9
0
万
円

O
金

利

5

・6
5
%
1
6
・
1
5
%

V
住
宅
改
良
資
金

O
工
事
費
の
河
%
ま
で
で
円
以
高
3
8

O
万
問
ま
で
。

O
金
利

5

・

6
5

%

V
申
込
受
付
、
お
問
い
合
せ

住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
と
表

示
し
た
金
融
機
関
へ
。

…
黒
部
技
能
学
校
か
ら

講
習
会
を
開
催

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
基
礎
コ

l
ス

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
機
械
操
作
及

び
加
工
実
習
。
日
時
、
日
月
四
日
1

U
日
（

ω日
間
）
。
午
後
5
時
加
分
1

8
時
泊
分
。
教
材
料
5
、
0
0
0
向
。

．
版
画
の
彫
り
方
コ

l
ス

年
賀
状
の
版
一山
づ
く
り
。
日
時
、

日
月
幻
自

（
日
）
午
前
9
時
i
午
後

4
時
。
議
師
は
中
谷
豊
治
氏
。
教
材

一
料
5
0
0
円
。

一
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
コ

l
ス

ベ
ー
シ
ッ
ク
の
概
念
と
ワ
ー
プ
ロ

ハ
笑
銭
。
日
時
、
ロ
月
1
8
i
5
B
（
5

一
日
間
）
。
午
後
5
時
初
分
1
8
時
加
分
。

教
材
料
2
、
0
0
0
円
。

‘
問
い
合
せ
及
び
受
講
窃
・
し
込
み
は
、

一
息
…
都
高
等
技
能
学
校
（
告
白
t
o
2

5
1
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

11月のけんこう

女
性
に
多
い

貧
凪
と

冷
え
症

し
よ
う
。
ま
た
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

乾
布
ま
さ
つ
な
ど
も
血
行
を
良
く

し
ま
す
。

③
保
温
も
大
切
で
す
。
寒
い
と
感
じ

た
ら
、
と
く
に
下
半
身
を
冷
や
さ

な
い
よ
う
保
境
し
ま
す
。

ま
た
、
就
寝
前
に
入
浴
し
、
体

を
充
分
温
め
て
か
ら
床
に
つ
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

…
震
の
献
血

協
力
者
名
9
月
実
施
分

境
地
区

水
晶
子
皇
、
級
建
雅
人

宮
崎
地
区

九
里
文
子
、
嘉
義
母
器
、

金
子
道
代
、
田
中
今
朝
明
、
野
聞

広
宣
、
加
議
幸
雄

…
笹
川
地
区

折
谷
光
平
、
竹
内
諮
問
官
問
、

竹
内
康
博
、
長
井

一
路

…
泊
一

区

線
建
俊
勝
、
越
坂
邦
夫
、

村
上
ゆ
か
り

泊
二
区

長
津
雅
子
、
追
分
隆
志
、

長
津
紀
子
、
上
出
茂
美
、
来
上
典

子
、
大
平
定
志
、
ヰ
寸
崎
強
、
酒
店

、
え
り
子

…
泊
三
区
伊
藤
箆
・
彰
、
折
谷
勝
己、

坂
東
鏡
、
筒
井
謙
治
、
谷
口
健
一
、

砂
回
良
弘
、
坂
藤
小
織
、
鴻
回
美

和
、
焔
呼
子
、
谷
口
直
行
、
米
沢

幸
一一一、
大
付
先
、

平
・
坂
真
佐
美
、

竹
中
尚
治
、
大
村
和
夫

…
五
箇
庄
地
区
閤
釦
美
香
子
、
鍛
治

香
織
、
金
弁
設
置

…
南
保
地
区

谷
口
宗
次
、
竹
内
富
美

子
、
川
上
誠
一

、
山
口
ま
す
み
、

…
山
崎
地
区

御
沢
幸
成
、
七
沢
純
一

、

米
孝
志
、
愛
場
栄
、
柳
沢
み
つ
、

山
本
秀
美
、
大
井
明
美
、
寺
内
志

津
能
、
愛
場
直
美

…
大
家
庄
地
区

沢
田
久
子
、
能
沢
昭

子
、
清
水
和
美
、
山
岡
恵
子
、
広

川
芳
、
山
崎
明
子
、
坂
口
英
和
子
、

官
同
国
明
子
、
高
島
秀
昭
、
清
水
祐
樹

（
臼
名
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ぢ
い
ま
し

た
。

問 改正前の厚生年金保険や船員保

険．共済組合の加入期間は．国民

年金ではどう取 1）扱われますか。

改正前の厚生年金保険，船員保

険の被保険者期間及び共済組合の

組合員期間は，新年金制度では国民年

金の保険料納付済期間として取リ扱わ

れます。

(1) 送齢基礎年金については，昭和36

年 4月lBから施行自の前日までの

被保険者期間のうち＇20歳以上60歳

未満である期間が保険料納付満期間

として取リ扱われます。

なお．第3橡被保険者及び船員保

険の被保険者であった期間は，受給

資格の計算｛ム 3分の 4f告されます

が，年金額を計算する場合｛土，実期

間で計算されます。

（注）昭和36年4月1目前の彼保険者

期防のうち20店長朱満の期間及び60

歳以上の期間については．合算対

象期間として老齢基礎年金の’受給

資絡期間に算入されます。

(2) 障害基礎年金及び遺族基礎年金に

ついては，厚生年金保険，船員保険

の被保険者期間及ひ’共済組合の組合

期閉め全てが保険料納付済期間て、あ

る被保険者期間として取リ扱われま

す。

なお．首＇； 3種被保険者及び船員保

｜墳の被保険者であった期間｛ム 3分

の4倍しない笑期間で計算されます。

筈

貧

血

私
た
ち
の
血
液
中
に
は
、
赤
血
球

や
血
色
素
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
開
泌
が

不
足
し
た
状
態
を
盆
血
と
い
い
ま
す
。

血
色
素
は
、
鉄
分
と
た
ん
自
質
か

ら
出
来
て
い
て
、
姉
か
ら
取
り
入
れ

た
酸
素
を
体
の
隅
々
ま
で
遂
ぶ
働
き

を
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
血
色
素

が
不
足
し
て
く
る
と
、
酸
素
の
輸
送

が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、
だ
る
い
、

め
ま
い
、
頭
痛
、
動
修
、
息
切
れ
な

ど
の
寵
状
が
起
こ
り
、
顔
色
も
車
両
一
白

く
な
っ
て
き
ま
す
。

貧
血
の
予
防

①
血
液
検
査
を
し
て
、
貧
血
の
度
合

い
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る

ょ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
良
質
た

ん
ぱ
く
質
、
鉄
、
ビ
タ
ミ
ン
口
町
、

業
絞
め
含
ま
れ
た
食
品
（
レ
バ

l
、

卵
、
緑
黄
色
野
菜
、

足
、
牛
乳
、

海
藻
類
）
な
ど
。

③
休
養
を
充
分
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

冷
え
症

冷
え
疲
は
と
に
か
く
欣
遣
さ
れ
が

ち
で
す
。
下
半
身
を
冷
や
す
と
末
梢

血
管
が
収
縦
し
、
流
血
量
が
少
な
く

な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

冷
え
症
の
予
防

①
ま
ず
、
栄
養
の
改
善
で
す
。
貧
血

予
防
食
と
同
様
の
も
の
を
食
べ
る

よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

②
血
液
の
循
環
を
泉
く
し
ま
し
ょ
う
。

で
き
る
だ
け
全
身
運
動
を
行
い
ま

－
く
ら
し
の
情
報
室

。

立

悪
質
な

守一山

取
引
を

市
～
法
規
制

低
金
利
時
代
を
迎
、
ぇ
、
。
財
テ
ク
H

プ

1
ム
と
い
わ
れ
る
な
か
、
消
費
者

の
関
心
は
少
し
で
も
有
利
な
投
資
先

に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
利

や
年
金
で
生
活
し
て
い
る
お
年
寄
り

の
経
済
的
不
安
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

悪
徳
業
者
は
、
こ
の
よ
う
な
消
費

者
の
関
心
や
不
安
に
付
け
入
り
、
暴

利
を
む
さ
ぼ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
悉
徳
業
者
か
ら
消
費
者
を

守
ろ
う
と
「
特
別
商
品
等
の
預
託
等

取
引
契
約
に
関
す
る
法
律
」
が
、
今

年
の
日
月

n自
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

預
託
等
取
引
契
約
と
は
、
答
が
通

商
串
版
業
省
令
で
定
め
る
期
間
以
上
の

問
、
政
令
で
指
定
す
る
「
特
定
商
品
」

又
は
「
施
設
の
利
用
機
」
を
業
者
に

預
け
、
そ
れ
に
よ
り
答
に
財
産
上
の

利
益
を
提
供
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ

て
い
る
契
約
の
こ
と
で
す
。

法
律
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
項
を

定
め
ま
し
た
。

①
書
面
交
付
の
義
務
付
け

業
者
は
、
契
約
を
結
ぶ
ま
で
に
、

契
約
の
あ
ら
ま
し
と
業
者
の
業
務

・

財
産
の
状
況
を
記
載
し
た
容
簡
を
容

に
交
付
す
る
。
ま
た
、
契
約
を
結
ん

だ
と
き
は
、
契
約
の
内
容
と
そ
の
履

行
に
つ
い
て
記
載
し
た
香
苗
を
客
に

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
勧
誘
行
為
な
ど
の
規
制

業
者
は
、
契
約
の
勧
誘
を
す
る
と

き
、
政
令
で
定
め
る
重
要
な
事
項
に

つ
い
て
故
意
に
事
実
を
告
げ
な
か
っ

た
り
、
不
実
の
こ
と
を
告
げ
て
は
な

ら
な
い
。
ま
た
、
答
を
脅
迫
す
る
言

動
で
勧
誘
す
る
な
ど
不
当
な
行
為
を

し
て
は
な
ら
な
い
。

③
書
類
閲
覧
の
義
務
付
け

業
者
は
、
業
務
及
び
財
産
等
を
記

載
し
た
書
類
を
事
務
所
に
備
え
て
置

き
、
預
託
者
の
求
め
に
応
じ
て
閲
覧

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

④
業
務
停
止
命
令

①

l
③
に
違
反
し
た
と
き
や
違
反

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
業
務
の

停
止
な
ど
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
預
託
老
の
契
約
解
除

答
は
、
契
約
後
、
香
蘭
が
交
付
さ

れ
て
か
ら
リ
同
日
間
（
ク
i
リ
ン
グ
オ

フ
期
間
）
は
無
条
件
で
解
約
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ク

l
リ
ン
グ

オ
フ
期
間
の
経
過
後
で
も
解
約
で
き

る
。
こ
の
場
合
、
業
者
が
錆
求
で
き

る
損
害
賠
償
や
違
約
金
は
、
契
約
額

の

日

%
以
内
と
す
る
。

こ
の
法
律
で
悪
質
な
取
引
は
禁
止

さ
れ
ま
す
が
、
被
害
を
防
ぐ
に
は
、

や
は
り
各
自
の
注
意
が
必
要
で
す。

紙
上
交
換
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、
総

務
課
広
報
係
へ
。
ま
た
、
「
瑠
掘
り
た

い
も
の
」
や
『
求
め
た
い
も
の
」
が

あ
れ
ば
同
じ
く
総
務
課
広
報
係
（
倉

田
H

1
1
0
0
内
線
2
0
4
番
）
ま

で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

－
昭
和
例
年
刊
月
号

。



広l対は．改装tiijよりlよくなり 、これ

までのようにス リッノ吋こ版き伴えるこ

ともなくなったため，忠者ーさんや比嫌

いにおとずれた )j々 には好評を時して

います。

9
月
初
日

・
幻
日
の
両
日
、
町
民

総
合
体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、

第

3
回
全
国
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

綾
普
大
会
を
開
似
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
友
好
都
市
岩
手
県
釜

石
市
か
ら
2
チ
l
ム
が
参
加
し
た
の

を
は
じ
め
、
東
京
、
新
潟
、
石
川
、

鳥
取
な
ど
県
外
勢
山
口
チ
i
ム
を
含
め、

1
4
7
チ
ー
ム
約
1

0
0
0
人
が
参
加
し
、

m
k年
紛
別
5
部
門
で
、

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

今
固
め
優
勝
チ
ー
ム

は
、
次
の
と
いねり
で
す
。

男
子
V
V
お
歳
以
上
、

大
門
の
ん
べ
え
ず

（大

門
町
）

V
4
歳
以
七
、

川
原
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
（
向
岡
市
）

女
子

V
M
段
以

F
、

加
納
プ
ラ
ザ
（
氷
見
山
）

10月17日
新川地区畜産共進会

この日. ！魚i宗家台市場で第16回新川

地lベifj産共進会が開催さit.2市3町

の農家の皆さんが丹精込めてf｛てた家

&85~良が出品され， :ill司’iヘ肉用字.Jま

の 3部門に分かれて審iまされました。

朝日町からの入賞1'dま次の方々てす。

肉用牛の部

砂乳牛優等賞

l 等

l 等

i 等

長大山n.Hi初

秋tlJi時停］

水型f,ii;之輔

水聖子忠之

T3QQ人ガ唄と踊りを埼霊能

の朝日を考えよう」と付けました。

この自の集いでは、町長を中心にJi.

筒庄地区の皆さん約50人がが庵になり．

約 2時間にわたって．小学校の改築．

i荷台装置の設置司河川改修などJ也区の

梨ヨ.~ま見が相次き＼然心に J't議され

ました。

inい（j;，この日め五箇庄地区から 11

月7日の治二区地区までlかけにわた

って10回開催することにな勺ています。

10月10白
泊地区敬老会

この日．午後li時から抑iH国］左人制

祉センターで，泊地区公民館主m：のir1

I也l孟敬老会が開催されました。

当日（j;，地区のお年寄り約 300人を

招待し．婦人会や青年聞など約50人が

Z借りやダンス， コーラスなど趣1•11 をこ

らした多彩な出し物を紋認し，楽しん

でいただきました。

9月25日
花と緑の表彰式

企永芥雄次郎氏

10月4日
r町長と話す集L＼」始まる

明日の納日を考えよう r町長と必す

!tい」が• JO月4£:1のti：附It！也氏を皮

切りに始まりました．

例年ニの時期になると．’ti,f；に＇/i'i1tr 
した皆さんの生の意見を町政に以映さ

せようと「町長と 1語る会」をllfJOi＼して
いましたが．今年はこれを・新し.j也

J己のを予さんとヰ：q~になって． なごやか

な浮間気の中で話し合われるよう.Ulf 

からの出席者もII庁長と総務。旅以など数

名に絞り ．キャ ッチフ レーズも「lリlII 
V
お
成
1
M
M
段
、
大
家
庄
ニ
ュ
ー
ス

マ
イ
ル

（朝
日
前
町
）
V

M
W
歳
以
上
、

大
家
庄
ス
マ
イ
ル
｛
朝
日
町
）

国

体

に

5
名
出

場

山
山
月
ロ
白
か
ら
げ
自
ま
で
の

6
日

間
、
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
た
第
引
回

国
民
体
育
大
会
「
か
い
じ
国
体
」
に

削明
日
町
か
ら
5
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

う
ち
市
球
成
年
女
チ
間
体
の
郊
に

出
場
し
た
上
仏
必
チ
さ
ん
（
泊
三
滅

的
）
が

5
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

出
場
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

少
年
剛
山
チ
監
村
山
崎
均
（
偽
…
派
高
校
）

川
選
手
活
用
兵
（

H

）

M

M

道
坦
H
一（

H

）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

少
年
閉
山
下
滋
手
荒
井
治
治
｛
泊
高
校
）

卓
球

成
年

K
4
s団
体

上
品
志
子

ス
ポ
ー
ツ
大
学
校
を
開
講

9
月
M
自

ス
ポ
ー
ツ
に
殺
し
む

愛場1ね !i~芸者；

豚の部

修米経産

~o月13日
泊病院の玄関か新しく

i自病院の正面五聞の改装工・l＇が完成

し．こσ〉日からi変用さtlました．

この工事は，玄関の胤除去を広〈取

り．冬期間の待ち合いに支l湾なくする

ために今年の8月下旬から行われてい

ました。

V五箇庄旭区で開かれたr町長と路~－1.1.i

ll 

イEと械の銀行胡日支店では，この日

役場町民主で．町内の小 ・中学生から

必然した；~スター原画と僚諸コンクー

ルの入賞者と学校花溢コンクールの入

賞伎の炎彰を行いました．

ポスターの部 I>金’賞下j尺京 （ (i(t 

小 3年）I>銀賞加藤晃一(i白小 5年）．

if（附llii.l；チ（泊小 4~） I>銅賞岩制

下総 (if！小51f.）.日阪点 (i白小6年）．

久保田千品（小崎小5年）．大石敦イー（山

崎小4q:. ), Bl rl• 耳］香 rn1小 5 年）

機B蓄の部 I> 'f&.tt・ flili.恋高 （南｛米小 6

年） I>銀行 谷口公絡 （i白小4if.）.、予

lfl 下総 （li. fl~ rt:小6年） I> 銅賞 五~－:i:

J!IJi羊 {i(1小 3if）‘恕ti’かよ子（；（11］、4

1ド） . JJ.iJltif~ （泊小 51f. ). ill. Ul 利1必 J~

Wt小 6年J.l会下あい I)( 1~j保小4 年）．

'Iii主必 （山崎小4年）、常石真紀 ｛山崎

小 5 可三 ）．九月！孫子~ （山崎小6年）．小川

似品.f （大家庄小5si:; J 

企魚津支店長（町長）から表彫

10月？日
新しい教育委員長に永井氏

初！日町教育委只会定例会で九任期i訪

れこfドう朝日町教育委員長の選挙が行

． 
ま

4ち

ーの
つ

き

⑪ 企手懸り身怒りを~えて指事ーする御家さん

機
会
を
提
供
し
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

を
推
進
し
よ
う
と
、
県
民
ス
ポ
ー

ツ
大
学
校
（
柔
道
）
が
町
民
総
合
体

有
総
絡
校
ん
を
で
開
附
さ
れ
ま
し
れ
，M

。

必
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、
ぃ
米
ボ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
神
・ぷ
昭
夫
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迎
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滋
愛
好
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・
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ー
ニ
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を
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り
身
振
り
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え
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熱
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入
っ
た

脂
導
を
受
け
ま
し
た
。
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本
の
紹
介

「
た
っ
た
ひ
と
つ
の
青
い
空
」

ー
海
外
帰
国
子
女
は

現
代
の
棄

τ旧
ん
か
｜

大

沢

周

子

テ
レ
ビ
局
特
派
員
の
表
と
し
て
子

供
と
と
も
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
夜

地域体育振興の中核に

大家庄ビーチノてレーボール愛好会

朝日町立中央図書館

し
、
帰
国
後
に
子
供
が
い
じ
め
に
あ

っ
た
経
験
を
持
つ
著
者
が
、
教
育
や

学
校
の
あ
り
方
を
考
え
つ
め
た
労
作
。

新
し
い
本
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瀬
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と
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気
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村
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氏
物
語
人
殺
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長
尾
誠
夫

湖

水

誕

生

下

曽

野

綾

子

催
し
く
っ
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し
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か
原
田
宗
典

キ
ヤ
ツ
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ア
イ
こ
ろ
が
っ
た

（
サ
ン

ト
リ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
受
賞
作
）

黒
川
憾
行

花
闘
の
迷
宮
（
江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞

作

）

山

崎

洋

子

金

縛

り

の

歳

月

金

石

範

れ

ん

げ

読

書

会

日
月
日
日
（
水
）

午
後

l
時
ぬ
分

i

日

時

大家庄ピーチバレーボール愛好会は，「地域

低民一人ースポーツ」を惟；tするため．大家

庄地区｛本協の呼び掛けで発足しま した。現在

会員数は，男女合わせて約 270人です。

愛好会の行E賓としては， if・ l固め会長杯．

年聞を通じたリーグ戦を開催しています。こ

のリ ーグ戦は，町内会単位で55チームが参加

し，農村地域の事情もあって土u.在日（隔週）

になると， ミニバイクや軽四トラックで小学

校体育館に選手カ、つめかけ，なごやかな雰囲

気のうちにも闘志あふれる熱戦が展開されま

す。参加者一人一人が確実にレベルアップし

ているとともに体力向上が図られるのも，

の リーグ戦のおかげです。

大家症は宰いにも，バレーボール経験者が

多く，色々なフォ ーメーションやアタック，

レシープなど，練習方法や指導聞は他の地区

にないものが備わっているから，ここ までこれ

たのかもしれません。今後は，一層の底辺拡

大を目指して頑張っていきます。

町 への寄附
会

場

テ
キ
ス
ト

絵日会

< 9月ID白一ID月ID日〉

－
昭
和
別
年
竹
月
号

＠

・富山市の下浜千之さんから広報あさひの

ためにと 1万円の若手附がありました。

・大家住小学校f愛媛会さんから犬家庄小学

校へインターホン総機（31万円相当） の

寄附があリました。

・笹川の竹内重!J5さんから笹川小学校へ運

動会期具 (10万円相当）の寄附がありま

した。

・社団法人富山県建築士会下新川支部の創

立 5周年を記念して，建築関係図書購入

賞として10万円の寄附がありました。

・南保小学校教育振興会さんから南保小学

校へ複写ー機（42方円相当）の寄附があり

ました。

福
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
主

「
心
映
、
え
の
記
」
太
田
治
子

留

の
...ci勘
2J: 

時

日
月
刊
日

午
前
叩
時
1

福
祉
セ
ン
タ
ー
広
附

（
水
）

場

v闘志あ131れる熱戦を展開

v
m月
日
目
、
雨
の
た
め
第
初
回
町

民
体
育
祭
が
中
止
に
な
リ
ま
し
た
。

2
年
に

l
回
の
町
民
体
育
祭
、

2
年

前
の
昭
和
的
年
も
中
止
さ
れ
、
今
年

こ
そ
と
張
り
切

っ
て
い
た
方
も
お
い

で
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
V
と
こ
ろ

で
、
雨
が
降
っ
て
も
で
き
る
の
が
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
今
年
の
全
国

税
磐
大
会
に
は
、
県
外
か
ら
の
凶
チ

ー
ム
を
含
め
て

1
4
7チ
ー
ム
約
l
、

0
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
県
外

に
旅
行
さ
れ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
こ
と
を
話
題
に

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
も
っ
と
も

っ
と
大
き
な
大
会
に
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
。

世帯数 5.095( + 6) 計 18.635人（+ 4) 〔10月 1日現在の人ロ〕男 8.784人（+ 4）女 9.851人（ 0) 


